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班
に
分
か
れ
て�

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

②�

話
し
合
っ
た
結
果
を�

各
班
ご
と
に
発
表

堀
ノ
内
　
洋 

自
治
会
長

（
山
之
口
自
治
会
）

地
域
で
地
域
を
守
る 

共
助
の
取
り
組
み

　
想
定
を
超
え
る
よ
う
な
災
害
や

突
発
的
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

役
場
や
消
防
署
だ
け
で
は
十
分
な

対
応
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
地
域
で
お
互
い
に
助

け
合
う
〝
共
助
〟
に
よ
る
地
域
防

災
力
の
向
上
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
５
月
７
日
（
日
）
に
山
之
口
自

主
防
災
組
織
主
催
に
よ
る
危
険
個

所
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
震
度
５
強
の
地
震
と
、

そ
れ
に
伴
う
津
波
を
想
定
し
て
各

班
ご
と
に
室
内
検
討
を
し
た
あ
と
、

話
し
合
っ
た
結
果
を
発
表
し
て
自

治
会
内
で
の
危
険
個
所
を
共
有
し
、

避
難
ル
ー
ト
な
ど
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

堀
ノ
内
洋
自
治
会
長
は
、「
自

治
会
内
に
75
歳
以
上
の
方
が
約
３

割
い
る
が
、
昼
間
は
若
い
方
が
仕

事
の
た
め
高
齢
者
の
割
合
が
多
く

な
る
。
一
人
暮
ら
し
で
近
く
に
家

族
の
い
な
い
人
を
把
握
し
て
、
避

難
の
と
き
は
声
掛
け
を
す
る
な
ど

お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
た
。
次
は
、
台
風
や
火

災
と
い
っ
た
災
害
も
想
定
し
な
が

ら
自
主
防
災
組
織
の
活
動
を
進
め

た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

も
し
も
の
災
害
に
備
え
て 

い
ま
で
き
る
こ
と
は

　
家
な
ど
の
個
人
財
産
が
被
害

に
あ
っ
た
場
合
は
、
所
有
者
が

復
旧
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
各
保
険
会
社
で
風
水
害
や
地

震
な
ど
に
対
応
す
る
保
険
が
準

備
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ

ら
に
加
入
す
る
な
ど
の
備
え
も

大
切
で
す
。

　
ま
た
、
台
風
通
過
後
に
町
が

災
害
調
査
に
回
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
住
宅
や
農
産
物
な
ど
の
被

害
状
況
を
国
や
県
に
報
告
す
る

た
め
の
調
査
で
、
ガ
レ
キ
の
撤

去
や
処
分
、
保
険
請
求
等
は
各

自
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
建
物
等
が
損
壊
し
、
保
険
請

求
す
る
際
に
罹
災
証
明
書
が
必

要
な
場
合
は
、
総
務
課
、
支
所

住
民
生
活
課
で
発
行
し
て
い
ま

す
。

住
宅
地
の
崩
土
除
去

に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て

　
台
風
や
大
雨
等
で
住
宅
地
内

に
崩
土
（
家
の
裏
が
崩
れ
た
な

ど
）
が
発
生
し
た
場
合
、
除
去

に
係
る
経
費
の
補
助
が
あ
り
ま

す
。

　
崩
れ
た
土
砂
な
ど
を
撤
去
す

る
た
め
の
補
助
金
な
の
で
、
住

宅
の
修
理
代
等
は
補
助
の
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

［
条
件
等
］

・�

外
注
工
事
に
つ
い
て
は
工
事

費
の
３
分
の
１
以
内

・�

直
営
工
事
に
つ
い
て
は
、
機

械
借
上
費
の
３
分
の
１
以
内

　
い
ず
れ
の
場
合
も
１
件
に
つ

き
上
限
13
万
円

　
詳
し
く
は
次
の
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

総
務
課
：
☎
22

－

０
５
１
１

住
民
生
活
課
：
☎
25

－

２
５
１
１

山之口自治会：世帯数 53世帯
人口 117人　75歳以上 34人小学生以下６人
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